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Internationahzation Of local areas can be described as prOcesses that local human
networks are being interconnected 、vith those ou side and integrated as part of
international and global netwOrks Locai newspapers are expected to play a decisive
role in prOmoting internationalzation of local areas as transmitters of information
and knowledge outside,appreciators Of cOnsequences and outcomes of internationali‐
zation,interpreters Of ttrhat are going on in a region,and catalyzers of the prOcesses
This paper discusses the economic characteristics oflocal neM′spape s as quas ‐p vate
goods, and investigate the rOles of locai newspapers for the internationalization of
iocal areas A case study is made for TOttOri area ThrOugh cOmparative analyses
bet■lreen local newspapers and nation‐Ⅵride delvered new/spapers, the roles Of iOcal
ne覇ァspapers and their comparative advantages and disadvantages are investigated
We conclude this paper by discussing the polcy instruments to activate the progress
of internationalization in the case study area
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1, はじめに
地域の国際化は全目的な規模で進展しつつある1つの
粉流である。好むと好まぎるにかかわらず、全国の地方
都市圏は急速な国際化を経験しつつあり、このような変
化の傾向は地方都市田にも多様な影響を及ぼしつつある。
このような地方都市圏の国際化の進展にとって、地方新
聞をはじめとする地方ジャーナリズムの果たす役割の重
要性も認識きれつつある。地方都市日の国際化と地方新
間の役割を論じる際に、まず議論すべきことは大都市圏
と地方都市目の国際化の問題に本質的な差異が存在する
のかという問題であろう。このような国際化の差異を明
らかにしないで、地方の国際化にとって地方新間が果た
すべき役割を論議することができない。
「地域の国際化という過程が何を意味するのか」とい
う問題自体、あまり明確ではない。その意味と地域の国
際化に果たす地方新聞の役割に関しては次節で述べるこ
ととし、ここでは地方都市図の国際化が有する特有の間
題点についていくつか指摘してみたい。まず、大都市と
地方都市という分類自体、明確に定義できないが、ここ
では比較的閉鎖的な文化囲、情報日、経済日、生活圏を
有する地方都市をとりあげよう。一般に、大都市の経済・
文化・社会活動は国際的なネットワークに直接接続きれ
ることにより、地域の国際化の進展の度合やグローバル
ネットワークでの相対的な地位や実力を自ら評価する情
報・シグナルに接する機会が多い。しかし、地方中小都
市の活動主体が、国際的あるいは国内的なネットワーク
の中で、相対的にどのような実力を持っているのかとい
うフィードバック情報に接する機会は非常に少ない。こ
のような地方都市日では、それ自体の役割や活力を国土
全体の国際化の過程の中で絶えず相対化する努力が必要
となる。国際化情報に忘まれる大都市とは異なり、地方
都市日は、このような相対化情報を地域自らが主体的に
作成しなければならないという宿命を持っている。
地方都市圏がかかえるいま1っの国際化の問題として、
地方の中小都市目の国際的なチャンネルの数や種類が非
常に限られるという点をあげられる。地域の国際化の重
要性やそれがもたらすメリットが域内の人間に十分に理
解きれていない場合も少なくない。特に、地域住民にとっ
ては、日常生活をとりまく種々の現象老通じて、国際化
のデメリットの側面に接する機会が非常に多い。したがっ
て、ともすれば国際化がもたらすデメリットの側面のみ
が強調きれることになる。地方新聞は、地域に流出入す
る知識や情報の伝達手段としての重要な役割芝持ってい
る。しかし、地方新聞が地域の国際化に果たす役割は、
地域に関連する国際化エュースの単なる知識・情報の伝
達媒体にとどまるのではない。すなわち、上述したよう
な地方都市の特殊性穆考えれば、地域の国際化の進行プ
ロセスに対する評価者としての役割、地域住民が現在わ
こりつつある国際化の現象をより深く理解できるような
解説者・啓蒙者としての役割、地域の諸活動に対して回
際化のチャンネルを紹介したり、自ら開発するなど地域
の国際化を推進する実践者としての役割が重要となろう。
以上のような問題意識に基づけば、地方新間が地域の
国際化に果たす役割に関する1つの分析枠組を提示でき
よう。本稿では、地方都市圏の国際化の過程彦、地域の
人的なネットワークが国際的 。国内的なネットワークと
接合していく過程ととらえよう。そのうえで、ともすれ
ば閉鎖的な人的ネットワークが国際的なネットワークの
一部として進化していくうえで生じる各種のコンフリク
トやイベントに関する情報・知識の流れに深く関与する
地方新聞の役割について考察したいと考える。本稿では、
このような観点から鳥取都市日をケーススタディとして
とりあげ、当該都市目の国際化に地方紙 (N紙)の果た
す役割について考察したいと考える。その場合、地方新
間の編集方針や問題意識を、たとえばインタヴユー等の
調査により直接的に調査することも可能であるが、この
方法では分析における客観性を確保することが難しい。
本稿では、地方紙に掲載された言E事と、全国紙の地方版
上に現れた記事との取扱いの差異を分析することにより、
現時点にわける地域の国際化に対する地方新聞社の問題
意識について明らかにしたいと考える。きらに、このよ
うな分析を通じて地域の国際化にわける地元の地方自治
体、産業界、大学等と地方新聞社の間の望ましぃ役割分
担について考察したいと考える。
2.地域の国際化とは1)
2-1 国際化の過程
「地域の国際化」という言葉はジャーナリズムをはじ
めとして広く用いられているが、その意味は必ずしも明
確ではない。地域の国際化という言葉が使われる背後に
は、地域で発達してきた活動やネットワークが従来の活
動の範囲を一気に越えて海外の活動やネットワークと結
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びつくといった現象が現れてきたことは確かである。地
域の国際化セ「地域の活動やネットワークが国際的に発
展していく動的プロセス」と定義しよう。この場合、そ
こに互いに密接に関連する2つの発展過程が存在する。
1つは、それまで地域内部で活動してきた人間、企業、
組織が国外で活躍するようになる現象である。本研究で
は、このような過程を「出ていく国際化」と呼ぶことに
する。いま1っは海外の人間や活動が地域のネットワー
クを利用するようになるプロセスであり、「入ってくる
国際化」と呼ぶことができる。後者は日常的な生活体験
を通じて身近に経験できるため、「地域の国際化」を後
者の意味で理解することが少なくない。しかし、「地域
の国際化」を地方都市圏の活性化戦略として活用してい
くためには、地域の国際化のプロセスが上述の2つの動
的過程を伴っていることに留意しなければならない。
2-2 「出ていく国際化」の過程
地域の企業や組織は、活動の国際的展開を図ることに
より、そこに明確な利益やメリットが見込め、かつ国際
化に対応できる能力を有すれば、自らの活動を国際化す
るインセンティプを持つ。企業・組織の活動を国際化す
ることにより、海外で開発きれた知識 。情報・資源を利
用したり、あるいは海外にわけるマーケット彦国際市場
で一気に獲得することが可能になる。したがって、「出
ていく国際化」は何らかの動機に基づいて進展する。し
かし、このような地域活動の国際化は自然発生的に進展
するものではない。地域内の活動が海外の活動と結びつ
くためには、少なくとも双方の結びつき穆仲介する人間
や組織、あるいは「きっかけ」が必要である。
大都市日のように多様な国際化のチャンネンルが存在
する地域では、地域で活躍している各種の活動主体が自
ら必要とする国際化のチャンネルを域内に見出すことも
可能である。またいくっかのチャンネルが自然発生的に
結びついて新しい国際化のチャンネルが生まれることも
ある。しかし、鳥取都市目のような地方の中小都市日の
場合には、国際化のチャンネルの数や種類が非常に限定
きれており、地域の人間が必要とする国際的チャンネル
を見つけることは非常に難しい。地方都市圏で確保でき
る数少ない国際化のチャンネルをいかに有効に活用する
かが重要な課題となる。
この意味で「出ていく国際化」の進展に果たす地方新
間の役割は大きぃ。域内の活動の海外での活躍やその可
能性穆いち早く察知し、その重要性芝積極的に評価して
いくことが必要である。地域の国際化の推進主体と緊密
な関係を保ちながら、みずから地域の国際化の実践者と
しての役割意識を持つことが重要である。特に、地方都
市田では国際化の実践主体の数は非常に限られる。その
すべての主体と緊密な人的ネットワークを確立すること
は困難なことではない。地方都市圏においては、身近な
国際化のできごとでも容易に紙面に現れる。それだけに、
地域で進展しつつある国際化の過程に対して、それ彦全
国レベルで進展しつつある国際化のプロセスの中で相対
化するとともに、その内容の先進性を正確かつ正当に評
価するという役割が、地方新聞社をして強く求められて
いることは言うまでもない。
2-3 「入ってくる国際化」の過程
「出ていく国際化」と同時に「入ってくる国際化」も
進展する。「出ていく国際化」を推進する活動主体にとっ
ては、当然のことながら「出ていく国際化」に伴って生
じる「入ってくる国際化」を引受ける意思を持っている。
しかし、「入ってくる国際化」を1つの企業や活動が単
独で処理できるものではない。海外の人間が各種の公的・
民的サービスを必要としたり、域内で発達した各種の活
動やネットワークを利用したりするようになる。このよ
うに「入ってくる国際化」は単に個人や組織の国際化で
対応できるできるものではない。地域の種々の活動やネッ
トワーク自体の国際化が必要となるわけである。
「出ていく国際化」を行う人間や組織は地域の国際化
を推進する動機を持っている。しかし、「入ってくる国
際化」だけに対応する人間にとっては、地域の国際化が
もたらす利益が明瞭でなく、国際化を推進する動機づけ
に乏しい場合が少なくない。また、地域における活動や
ネットワークはその地域に固有の社会的・文化的・経済
的な条件の下で発達したものである。「入ってくる国際
化」は必然的に地域の人的ネットワークの社会的・制度
的な変革を要求するため、地域の国際化による利益やメ
リットがネットワークの構成員に十分に理解きれない場
合には国際化に対する抵抗も決して少なくない。「入っ
てくる国際化」は、ともすれば地域社会にいろいろな軋
韓をもたらす。このような地域の国際化の負の側面は、
地域住民が日常的に経験することであり、また直接に利
害が関係する問題でもある。この場合、地域の人間や組
織が地域の国際化がもたらす利益を理解し、自ら国際化
に対応しようとする動機を持つようにすることが重要で
ある。この意味で、地方新間には地域住民の身回りで起
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こっている国際化現象のよき解説者・啓蒙者としての役
割が強く要求きれる。また、自ら各種のイベント連企画
したり、各種の情報を発信するなど、まきに地域の国際
化の担い手として啓蒙活動を実践していく役割が期待き
れる。
3.地方新聞の特性と役割
3-1 地方新間の特性
国際化の進展に伴って地方都市田に流出入する資本、
情報、知識等のフローは増大する。このようなフローを
受け止め、それを蓄積したり地域社会に伝播するための
役割を果たす組織、機関の重要性は今後ますます大きく
なるであろう。この意味で、資本のフローの円滑化にた
ずきわる地方金融界、情報・知識の流れの陀取を担う地
方新間をはじめとする地方ジャーナリズムの果たす役割
は重要である。
経済学的には、新聞は準私的財(senipr ivate goods)の
である。消費者は地方紙注購読するか否かを選択するこ
とができる。また、消費者は購読を決定すれば、それに
対する対価を支払う。この意味で、新聞は明らかに私的
財である。しかし、すべての購読者が入手するのは同一
の内容を持った新聞であり、新間社が追加的に発行部数
を増加きせるのに必要な限界的な費用はほとんど零に等
しい。このような意味で新聞は公共財的な性格を有する
準私的財であると考えることができる。他の準私的財が
そうであるように、新聞社は発行部数を増加することに
より規模の経済性を追及できる。このような規模の経済
性の原理が存在する新聞業界の中で地方新聞が存在する
理由は、特定の購読者層に焦点を絞ることにより、記事
内容の差別化を追及できるからである。地方新聞は経済
性の側面から全国紙との厳しい競争にきらきれている。
一方、地方新聞社は地元の関連主体と緊密な人的ネット
ワークを有している。そのネットワークは全国紙の地方
支社が有するネットワークよりもかなりの程度緊密だろ
う。このような人的ネットワークの緊密性という比較優
位性を利用して、地方新聞は自社の記事内容の差別化を
追及することができる。ここに、地域における地方新聞
が有する比較優位性とその限界が存在する。
地方紙と全国紙は地方新聞市場において、その内容の
差別化老通じて競争している。その地域に直接関連のな
い記事に関しては、地方紙と全国紙の間には健全な競争
が存在しよう。地域住民は全国紙やその他のメディアを
通じて獲得可能な知識・情報に基づいて地方新聞の記事
の正確き、迅速き、精度等を比較 。評価できる。地方新
聞社は市場老通じてその編集行動の是非に関するフィー
ド・パック情報を獲得できる。一方、地域に密着した記
事に関しては、ともすればこれとは別のメカよズムが作
用しやすい。地方新聞社が発行部数の最大化をめぎす場
合、その記事内容は地域住民の平均的な意見を志向する
ことになる。特に、鳥取都市日のように潜在的な購読者
数が少ない地域においては、地元記夢の内容が地域住民
の関心や意向を代弁するような内容を志向するのは当然
だろう。また、地域の啓蒙者・評価者としての役割を果
たすことに対する誘囚も働きにくい。全国紙との競争が
厳しくなればなるほど、このような傾向は強くなろう。
地方新聞には、地元記事を全国新聞の記事内容と相対化
し、その客観性、妥当性を評価しようとする誘囚が働き
にくいという問題点を持っている。
3-2 地方新聞が地域の国際化に果たす役割
地域の国際化への流れは今後拡大こそすれ縮小する可
能性は極めて少ない。海外との関係を深めそれを維持し
ていくことは、わが国の宿命でもありそれは同時に地方
都市田の宿命でもある。このような全国的な国際化のう
ねりの中で、地方都市圏の産業・経済界が地域の国際化
の主体として担うべき役割と責任は大きい。また、地域
の国際化は民間の個別企業の経営努力や各種活動の積み
重ねにより推進きれている部分も少なくない。
地方都市圏の振興にあたって国際化が重要なのは、地
元の人的ネットワークが海外の人的ネットワークと結び
付くことにより知識・技術・情報・マーケットを国際的
な市場で獲得できることにある。異質なネットワークが
互に結び付くためには、それぞれのネットワークが互に
結び付きたいという動機を持たなければならない。また、
地域の人間と海外の人間が共通に理解ができ、関心を持
つような「接合子」が必要である。本稿では、このよう
な接合子として知識や技術の果たす役割の重要性を指摘
したい。技術や知識は、それを理解できる人間の間では
その内容を容易に伝達できるという利点を有する。この
ような知識や技術を仲介にして互に異なる社会や歴史を
背景として発達してきた人的ネットワークが結び付くこ
とが可能となる1)。
人的ネットワークの国際的な結合に必要な情報や各種
の条件は地方都市目の国際イヒの段階に応じて多様に異な
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る。地方中小都市日においては、まだ地域の国際化が未
熱な段階に止どまっている場合が少なくない。この場合、
人的ネットワークの接合のチャンスやそのためのチャン
ネルは非常に限られている。例えば、国際親善等に代表
きれるような地方自治体等、その他の公共団体を中心と
する官主導型の国際イと、あるいは、地方大学等による国
際研究交流が主流になろう。地域の地場企業、あるいは
市民団体や個人による国際的な活動がなきれる場合もあ
ろう。いずれにせよ、地域の国際化がこのような段階に
ある場合、地域における国際的活動はともすれば互に脈
絡に欠ける個別的・単発的な内容になりやすい。この場
合、地域活動の国際化にとって必要なことは、数少ない
チャンスをいかに有効に利用していくかということであ
ろう。地方新間は、地域で展開しつつある国際化の萌芽
的活動の報道を通じて、国際化のチャンネルに関する情
報を地域の人的ネットワーク自体に浸透きせていく役割
を担っている。また、地方新聞社自体も地域の国際化の
担手として、自らが蓄積する豊富な情報・知識を利用し、
地域の国際化のための「場づくり」に貢献する必要があ
ろう。
4.鳥取都市田の国際化と地方新間の役割
―ケース・スタディー
4-1 対象地方紙の概要
地域の国際化の状況とその段F営は、地域の地理的・風
土的な条件、社会・経済的条件、政治的・文化的条件に
よって多様に異なる。新聞紙上に現れる記事は、言うま
でもなくその地域において展開する国際化の現象を対象
としたものである。したがって、各地域の国際化の段階
に応じて地方新間の果たす役割は多様に異なり、新聞紙
面に現れる記事内容も異なってくる。地方紙の記事に現
れた内容に基づいて地域の国際化や地方紙の役割につい
て分析穆行う場合、このような地域の特殊性をどのよう
に取り扱うかが問題になってくる。この問題を克服する
1つの方法は、同じような国際化の段階にあると考えら
れるような地方都市彦とりあげ、比較分析を行うことで
あろう。いま1っの方法は、同一の地域を対象としなが
らも全国紙の地方版に現れた記事と地方紙に現れた記事
内容を比較することにより、地方新聞が国際化に果たす
役割を浮かびあがらせることである。ここでは、後者の
立場から鳥取都市圏をとりあげ、そこにおける地方紙
表-1  記事掲載件数
一般国際  地方博関
化記事   連記事
N紙  71件
A紙  31件
M紙  25件
Y紙  37件
7件   12件
2件   16件
3件    8件
2件   14件
(N紙)の特徴と当該紙が地域の国際化に果たしている
役割について考察してみたい。
鳥取都市日は、人口14万人の鳥取市を中心する地方
小都市圏である。鳥取県は人口約60万人であり、もっ
とも人口が少ない県となっている。本稿で対象とするN
新聞は、同県東部老中心に兵庫県北部および鳥取県西部
に居住する読者を中心とした地方新聞である。同新間は
県紙レベルの地方新聞として位置付けられる。しかし、
その潜在的な購読者数は非常に限られており、このこと
が新聞活動に大きな影響を及ぼしていることは言うまで
もない。一方、全国紙として当該地域において比較的大
きなシェアを占めるA紙、M紙、Y紙という3紙をとり
あげることとした。これら3紙はいずれも鳥取地方版を
有している。しかし、当該地域の潜在的な鷹読者数が他
の都道府県と比較して非常に少ないことを考えれば、こ
れら鳥取支社の活動が十分な資金的 。人的環境の下で行
なわれているとは言いがたい。当該都市日のこのような
特殊性を念頭におきながら、上記4紙にわける国際化記
事の内容を比較検討してみよう。なお、分析対象期間と
しては、平成元年9月および10月の2ケ月間をとりあ
げることとした。
4-2 記事にあらわれた地域の国際化の実態
表-1は対象4紙に現れた国際化記事の総数老表した
ものである。対象地域では、平成元年度に地方博覧会が
開催きれており、国際化記事の内容も当博覧会と関連の
あるものが多い。また、対象期間中にベトナム・中国か
ら難民の漂着が相次いだため、それに関連する記事も多
くなっている。そこで、これらに関連する記事とその他
の国際化記事を別途に集計した。表-1に示すように、
地方紙 (N紙)における国際化記事は、全国紙の2倍近
くになっており、地元に密着した報道活動を行っている
ことが判る。一方、難民記事は地方紙と全国紙の間にそ
難民関連
記事
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表-2 -般国際化記事の大きき
表-3 -般国際化記事の内容構成
れほどの差異はない。難民の問題は、単に当該地域だけ
の問題にとどまらず全国レベルの関心事でもあり、全国
紙も活発な取材活動を行ったことがこのような結果を招
いたと考えることができる。つぎに、表-2は、4紙の
国際化記事の大ききを比較したものである。全国紙の平
均段数は3.1～3.5であり、それほどの差異はない。
しかし、M紙、Y紙は2段組の記事が多く、短かい記事
が相対的に多くなっていることが理解できよう。一方、
N紙の場合、記事の大ききは平均4,3段であり、全国
紙より記事が長くなっていることが特徴的である。
表-3は、一般国際化記事の内容構成について分析し
たものである。全国紙の記事とN紙の記事を比較した場
合、N紙は特に「展示・イベント」等の記事が多いのが
特徴的である。また、「姉妹都市」「留学生」「教育」
関連の記事も多くなっている。一方、その他の内容に記
事に関しては、全国紙と比較してそれほどの差異はない。
すなわち、N紙は日常的な次元で身の周りにおこりつつ
ある国際化の現象に重点を置いた取材活動を行っている
ことが理解できよう。これらの現象については、地域住
民も日常生活を通じて見聞きする可能性があり、いわば
わかりやすい国嘩化記事であると考えることができる。
このことからも、N社が地元の関連機関との間に密接な
表-4 -般国際記事と関連機関
学校  企業
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表-5 -般国際化記事の対象国構成
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人的ネットワークを有しており、これらを最大限に利用
した取材活動を行っていることが理解できる。しかし、
一方で、企業の国際化活動や貿易に関しては全国紙とそ
れほどの違いがない。むろん、当該都市日の企業活動の
国際化がまだ十分に進展していないことがその理由とし
てあげられよう。2ケ月という短かい分析期間内だけの
記事内容で結論を出すことはできないが、N紙は全国紙
と比較してこのような記事に関する取材上の比較優位性
を持っていないことが推察きれる。このことは、外国労
働者問題に関してN紙だけが報道しなかったことからも
推察できる。
取材にあたっては人的なネットワーク彦どのように利
用できるかが重要である。そこで、取材した記事が関連
する主体について整理してみた。その結果を、表-4に
示している。N紙の場合、特に地方自治体、地方公共団
体に関連する記事が非常に多くなっており、新聞社と公
的機関の間に密接な関連があることが理解できよう。ま
た、N社は公的機関にとどまらず地域に存在する多様な
?
?
?
?
?
?
?
?
??‐
?
?
?
表-6  地方紙独自の記事
鳥 取 大 学 工 学 部 研 究 報 告 第 22巻
から児童来鳥
カナダうびっこ大使
地球縁化
何北省交流再開
北欣林葉視察回
国際意税の低き指導
児童画交流
タイに合弁会社
ユパール児童画
力し―フェスティメル
対  象
力却児童
鳥取大半
鳥取県
鳥取県
県国際
倉吉青年会議所
明治製作所
上道小学校
日本語学科新設
外国人教師に辞令
日中青年の交流
外国青年と交流
町長訪米
国際シレpぅム
フィリピン使節回
販促回派遣
ウ刀rF"
工
"卜
緑化
サハラ石と砂
経済使節団派遣
ログハウス完成
ユすヨータで個展
望帰り
漁船筒突
国際交流会議
鳥取大学
県教育委員会
岩見町青年回
岩見町主婦
日南町
米子ユユ畑協会
N新間社西部支部
県果実連
鳥取あゆみの会
鳥取大学
米子市商王会議所
智顕町市民団体
箇人
個人
海上保安庁
島根大学
表-7  地方紙に掲載きれなかった記事
なかった記事」をとりまとめた。その結果を表-6、表―
7に整理している。表-6より、N紙だけが報道した記
事の多くは、地域住民の身近におこった国際化ニュース
であることが判る。このような車の根的な取材活動の積
み重ねは、地域の国際化を進展きせるうえでも重要であ
ろう。表-7にはN紙に掲載きれなかった国際化記事を
示している。N紙が鳥取県、中でも東部地域を中心とし
た地方紙であるため島根県等の近隣地域に関連する記事
は漏れ落ちる傾向がある。しかし、N紙は鳥取県東部地
域に限定すれば当該地域に関連する重要な国際化記事は
ほとんど網経できていると考えていいだろう。なわ、記
事が報道きれた同時を調べてみれば、N紙が報道した記
事を他の全国紙 (Y紙を除く)が追随して報道している
例が散見きれる。このことからも、全国紙の地方支部は
必ずしも十分な取材能力を有していないことがうかがえ
る。しかし、今後地域の国際化が進展し近隣諸県や全国
レベルでの国際化ニュースと密接に関連したような出来
事が生じはじめた場合、N紙の対応能力に限界が生じる
ことは容易に想像がつく。
4-3 鳥取県の国際化の課題と地方新聞の活動
地域の国際化にはいくっかの段階がある。4-2の結
果より、鳥取都市目の国際化の担い手は地方公共団体、
大学であり官主導型であることは番めない。地域企業の
活動の国際的な展開も不十分であり、まだ二三の企業が
国際的な活動を開始した段階にすぎない。したがって、
現時点におけるこれら企業にとっての国際化の問題は、
出ていく国際化にとって障害となってぃる問題をいかに
解決すべきかとぃう段階にとどまってぃる。逆に言えば、
鳥取地域の国際化が進展していないため、地元の活動の
国際化が阻害きれたり、国際化を志向する企業や活動の
立地が進展していないともいえる。しかし、地場企業を
初めとする県内の諸活動の国際化が進展すれば、鳥取都
市目に滞在する外国人の数も増加してくる。このような
段階になれば、鳥取都市目の人的ネットワークが抱える
各種の問題点が顕在化し、人的ネットヮーク自体が入っ
てくる国際化に対応せぎるを得なくなってこよう。
現時点での地域の国際化が未熱であるということは、
国際化ニュースの大半が国際親善の段階にとどまってぃ
ることからもうかがえよう。国際化の進展は、地域のい
ろいろな局面でトラブルやコンンフリクトを生じきせる。
このような問題点は、実際、水面下ではこのようなコン
フリクトは生じてぃるが、少なくとも記事を見る限り表
個人語演
県青年海
任意団体
漁業組合
県国際連絡協議
任意団体
朝鮮総違
市民団体ポランティアが対立
機関や団体に対して幅広い取材活動を行っている。また、
鳥取市と姉妹都市提携を結んでいる韓国の清州市に対し
て積極的な取材活動を行っている。このようにN社は地
方紙であることの利点を利用して、地元の関連機関や各
種団体と緊密な人的ネットワークを確立してぃることが
理解できる。
表-5は国際化記事が関連する相手国の構成を示した
ものである。鳥取都市圏が山陰地方にあることや、鳥取
市が韓国の清州市と姉妹都市であること、鳥取大学の砂
丘利用研究所が独自な国際的研究活動を行っていること
を背景として、韓国、中国に関連する記事が多くなって
いる。その他の国に関しては全国紙とN紙の間にそれほ
どの差異があるわけではない。このことより地域の公共
主体や大学・研究機関が主導して行っている国際的な活
動が、地域の国際化に重要なインパクトを与えているこ
とが理解できよう。また、その広報活動に関してN紙が
果たしている役割も見逃せない。
以上で、N紙と全国紙の記事内容を比較し、N紙が地
域の国際化に関する報道にどのような特徴があるかを分
析してきた。最後に、N紙が地方紙であることの利点を
いかしてどのような取材活動に重点を置いているか、あ
るいは、どのような取材穆不得意としているかを明らか
にするために、「N紙だけが報道し、全国紙が報道しな
かった記事」および「全国紙が報道したがN紙が報道し
エロ
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面に現れていない。国際化が進展するにつれて、地域の
人的ネットワークに種々の問題点が現れることが予想き
れる。人的ネットワークの未成熟きは、記事を通じてい
くつか読み取れる。1つは、地域で生じた国際化二畝―
スの中で、域内の大学・ 自治体・地場企業が協力し地域
の国際化を進展きせた事例が存在しないことである。い
ま1っは、地方新聞社自体が関連しているニュースがほ
とんど存在しないことである (海外使節団が新聞社を訪
問したという記事1作のみである)。 ここに、新聞社自
体の国際化への消極的な姿勢が読み取れる。関連機関や
団体の間での国際化に関する協議や意見交換がなきれた
という記事も見出せない。しかし、このことは鳥取都市
圏の人的ネットワークが未発達であることを意味してい
ない。地方の中小都市圏では人的ネットワークの種類は
多くないものの、ネットワークの内部での情報伝達性は
極めて高い。緊密な人的ネットワークの存在は地方都市
目が有する貴重な資源でもある。しかし、新しい知識や
技術を修得することの重要性穆地域の人間が理解しなけ
れば、人的ネットワークは国際化時代に対応しうる知識
ネットワークとしてなかなか脱皮しえないだろう。
人的ネットワークの発展は鳥取都市目の国際化のため
の必要条件である。しかし、それだけでは国際化は進展
しない。地方都市圏では、地域が有する数少ない国際化
のチャンネルをいかに利用し発展きせるかが重要となる。
地方新聞が地域の国際化において重要なのは、それが新
しい知識や技術を地域の人的ネットワークに浸透きせる
役割を果たすからである。長期的には地域住民を国際化
時代に対応きせるように啓蒙する役割も担っている。し
かし、地方都市で可能な国際化の内容にも限界がある。
地域の諸活動の国際的な活動は、必ずしも組織的に広範
囲にわたって行なわれてわらず、むしろ個人や小きな組
織単位を中心として限定きれた分野の交流が行なわれて
いる場合が多い。国際交流の目的をある特定の分野に限
定するなど焦点セ絞った個性的な国際化戦略が必要とな
ろう。また、国際化の過程の中でそれに参加しようとい
う動機を持つ地域の人間や組織の数を増やす努力が必要
である。そのためには、知識ネットワークの国際化がも
たらすメリットが地域の人間にとって「わかりやすい」
ことが望ましい。このためには、地域の国際化の解説者
としての地方新聞社の役割が重要となろう。
本研究では、鳥取都市田のような地方中小都市田の国
際化の課題として地域の人的ネットワークを知識ネット
ワークに脱皮きせることが重要であることを指摘し、地
域の国際化に果たす地方新聞社の役割について考察した。
地域の国際化はそれを主導する地方自治体、産業界、研
究機関の緊密な協力と地域住民の理解があってはじめて
可能となる。地域の人的ネットワークが知識や情報の重
要性を認識し、知識や情報の交換を行なう知識ネットワー
ク3〉として機能することが前提となる。知識ネットワー
クにおいて例えば産業界と研究機関を結びつけるインター
フェイスとなりうる人間・組織が必要である。地方新聞
社は、地方自治体、地域の産業界、研究機関、各種市民
団体の活動に関する情報を持ちえる立場にある。この意
味で、立場の異なる組織を結びつけるインターフェィス
の役割が地方新聞社に期待きれよう。地域の人的ネット
ワークを知識ネットワークに脱皮きせるためには、地域
の人的ネットワークの閉鎖性を除去することが必要であ
る。このためには官民老問わず新しい知識や技術を利用
したり、R&D活動に積極的に取り組んでいく姿勢が不
可欠である。鳥取都市日のような中小都市日では国際化
の機会やチャンネルの数や種類は極めて少ない。限られ
た機会を積極的に活用し「個性的でわかりやすい国際化」
をしたたかに進めるとともに、産業界と研究機関と穆結
びつける「場づくり」を図ることが地方都市囲の国際化に
要求きれている。このため地域住民の知識・情報のチャ
ンネルを握っている地方新間の使命と役割は大きい。
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